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（イ）研究テーマ２ 

       事業化・企業化を目指してフェーズⅡでは、実用化研究のために畜産現場での

実証試験を中心とした。このため、リン除去・回収、色度やＣＯＤ低減に関する

テーマを集約して小型高度処理装置の開発とした。他分野への応用が可能な「架

橋ＣＭＣゲルによるリン濃縮技術」の一部は、発展的なスピンアウトとした。「溶

解法等活用した脱臭装置の開発」は中止した。 

       研究テーマ２のテーマの推移を図１０に示す。 

 

 

       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （ウ）研究テーマ３ 

     フェーズⅡ以降は中止した。 

 

 

 

（３）研究成果 

   様式６に研究成果を示す。

図１０ テーマ２の推移 
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